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来て・見て・触れて
中心市街地を活性化

特集/中心市街地活性化

来街者や居住者を増やし、中心市街地ににぎわいと活気を取り戻
そうと、市民、事業者、市などが一体となって活性化に取り組んで
います。
今回は中心市街地活性化の取り組みを紹介します。
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　中心市街地とは、商業、行政、居住な
どの都市機能が集積し、長い歴史の中で
文化、伝統を育み、各種都市機能を培っ
てきた、まちの顔ともいうべき地域のこと
を指します。
　本市では、近鉄四日市駅周辺からＪＲ
四日市駅周辺までの地域を中心市街地
としています。

　中心市街地には、交通手段や公共施設などのさまざまな都市インフラが整備されていることから、この既存の資源
を有効活用し、市民生活や市民活動の拠点として生かしていくことが必要です。また、コンパクトなエリアにさまざまな
機能が集約されているため、徒歩や自転車、公共交通機関で移動しやすい、人と環境にやさしいまちづくりも可能に
なります。
　さらには、四日市を訪れる人が初めて目にするまちの顔であることから、中心市街地におけるにぎわいやおもてなし
は、まちのイメージを高める、重要な要素となります。
　このような観点から中心市街地の活性化に取り組んでいくことで、魅力ある都市の形成につながります。

■中心市街地の1日の歩行者通行量の推移（休日、歩行者流量調査）

　本市の中心市街地には近鉄四日市駅
やＪＲ四日市駅があり、公共交通の拠点と
して一大ターミナルを形成しています。また、この区域内は道路や駐車場などの都市基盤が整備されており、市役所、
博物館、文化会館、公園、商工会議所など市民生活や市民活動を支える施設が立地しているほか、近鉄四日市駅周
辺に県下最大規模の商店街が広がるなど、さまざまな都市機能が集中しています。
　しかし、モータリゼーションの進展や郊外の大型商業施設の進出、人口の高齢化やライフスタイルの変化などを背
景に、90年代以降は来街者が減少しています。
　近年、高層マンションの建設や企業事務所の立地、商店街における各種イベントの開催、飲食店の増加などで、来
街者の減少に歯止めがかかりつつありますが、往時のにぎわいが戻ったとは言えない状況です。

中心市街地の現状

来街者は、
減少から横ばいへ
来街者は、
減少から横ばいへ

どうして活性化が必要？

都市機能が向上し、魅力あるまちづくりの拠点に都市機能が向上し、魅力あるまちづくりの拠点に

中心市街地
って？
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ふれあいモール

中央通り

近鉄四日市駅

ふれあいモール

四十三茶屋には、こにゅうどうくんのおへやもあります

よ そ み ぢ ゃ や

　近鉄四日市駅北口にあるふれあいモー
ルを改修し、明るく、歩きやすい場所とな
るようリニューアルしました。

　「きれいになってベビーカーが押しやす
くなった」という感想をいただきました。

ふれあいモール
の改修

　近鉄四日市駅高架下の観光案内所をリニュー
アルし、本市の名産品である「かぶせ茶」が試飲
できるコーナーを設け、本市を訪れた人を最初
におもてなしするスペースとして設置しました。
　「マップや催し物などのお知らせが分かりやすく
置かれているし、休憩できる椅子もあっていいで
すね」という感想もいただいています。
　　また、隣の市民窓口サービスセンターでは、
土・日曜日、休日でも住民票など証明書の

発行や、各種届出の受け付けを
行っています。

お休み処四十三茶屋

　大道芸人のパフォーマンスや手作り市、グ
ルメブースなどが出店する歩行者天国を、年
２回、市道西町線の一部で開催しています。
子どもと一緒に家族で中心市街地に行く機
会として、毎回多くの人でにぎわいます。

よっかいち
YYストリートの開催

これまでの取り組みこれまでの取り組み
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アーケードのエリア

アーケード

特集/中心市街地活性化

四日市一番街
商店街振興組合
理事長
北岡 泰爾さん

四日市一番街
商店街振興組合
理事長
北岡 泰爾さん

たいじたいじ

　商店街でも、街路灯のＬＥＤ化や点灯時
間の延長、アーケードの部分改修などに
取り組んでいます。商店街のお客さまや
周辺住民の皆さんが安心して往来でき
る、明るい歩行空間を整備することで、
　おもてなしの向上と、環境に配慮した

商店街づくりにつなげます。

諏訪栄町・西新地
地区防犯協議会会長
林 悦男さん

諏訪栄町・西新地
地区防犯協議会会長
林 悦男さん

　夜間の防犯パトロールを始
めて来年で10年になります。
　自治会・商店街のメンバー
を中心に、警察や市とも連携し
て、曜日や時間帯を変えて、夏の暑さや冬の寒さの中でも、月3回まちの様子を見ながら
の活動を続けています。
　活動当初から警察にも協力してもらっているおかげで、大きなトラブルも無く続けられ
ていることをありがたく思っています。
　今後も、皆さんの協力を得ながら続けていきたいと思います。

　来街者の皆さん
に喜んでもらいた
い、四日市の入り
口としてにぎわい
の絶えない商店街
にしていきたいという思いでさまざまな
事に取り組んでいます。
　昨年は、ふれあいモールの改修をきっかけに、商店街も環
境に配慮した上で、明るく安心して歩けるように照明をLED化
し、点灯時間も24時まで延長しました。周りにも波及してLED
化が進んだので、皆さんから「明るくなって歩きやすくなった」
と好評を得ています。
　また、おもてなしの気持ちが伝わるように、ペナントや横断
幕に『いらっしゃい 1番街』と入れたり、駅から出た時に目に付
きやすいように、アーケード入り口の看板もLED化しました。
　他にも、さまざまなお店を揃えたり、各商店街が協力してイ
ベントを企画・開催するなどして、ショッピングセンターとの差
別化を図っていきたいと思います。
　みんなが朝から晩まで楽しめる場所にしていくには、皆さん
の参加が不可欠です。皆さんのお越しをお待ちしています。

明るくお出迎え
（照明をLED化）

これからも「安心・安全な
街」を目指して月3回のパ
トロールを続けていきます

朝から晩まで、一日中楽しめる商店街を
目指して、活動を続けていきます
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　 9月 1 4日（日）の
JAZZフェスティバルで
は初めて演奏会場とな
りました。
　晴天にも恵まれ、さ
まざまな音楽があふれ
た会場は大いににぎわ
いました。

四日市JAZZ フェスティバル

　市政アンケートでも意見を寄せられる
ことが多かったJR四日市駅のバリアフ
リー化について平成26年度末の完成を
目指し、エレベーターの設置や多機能ト
イレ、内方線付点字ブロック、スロープな
どの整備を進めています。

JR 四日市駅の
バリアフリー化

　ふれあいモールなどの改修に続き、近
鉄百貨店とスターアイランドの間の道路
（市道西町線）でも外灯などの舗道整備
を進めています。

市道西町線の改修

　今年5月から、毎月4日にJR四日市駅前広場で行われてい
る四日の市が、10月4日（土）に開催されました。
　雑貨や青果、飲食店など約40の店舗が立ち並び、ミニライ
ブも行われました。
　開始当初からの出店者に伺ったところ、「イベント限定の商
品も販売したりしています。お客さんとの距離が近くて、反応
がダイレクトに返って
くるので張り合いが
あります。出店者同
士のつながりができ
るのも魅力の一つだ
と思います。」と話し
ていました。

四日の市四日の市

　しばらく地元を離れていましたが、今
年、新町にcafe MONACAというカフェ
をオープンし、地元に戻って四日市のこと
を考えるようになりました。
　四日市は名前の由来にもなっているよ
うに「市のまち」なので、伝統ある市の文

化・歴史を守りつつ、現代風にアレンジしていくことが、伝統の承
継とまちの活性化に繋がると考え、イベントを立ち上げました。
　自分たちが自発的に取り組み、楽しいと感じることを続けてい
く。この積み重ねが、地域全体の元気につながっていくのだと思っ
ています。
　だんだん出店者が増えています。これからも、出店者も参加者
も楽しめるイベントとして続けていきたいと思います。

JR四日市駅前でのイベントを開催

現在の市道西町線

四日の市実行委員会会長
舘 則之さん
四日の市実行委員会会長
舘 則之さん

名前の通り、毎月4日に開催しています

内方線付点字ブロック
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特集/中心市街地活性化

　多くの市民や市外から訪れる人が利用する近鉄四日
市駅において、鉄道やバスなどの乗り継ぎ環境の改善
を図るため、西口駅前広場の再整備を進めていきます。

　近鉄四日市駅の周辺において乗り継ぎ情報などを示
した案内板の設置を進めています。

近鉄四日市駅の西口広場の整備 乗り継ぎ案内板の設置

　平成19年9月に諏訪栄町内で発生した火災により空き地と
なっている所では、地権者が中心となって再開発に向けた検
討が始まっています。
　現在は、市の支援を受けて、事業構想の策定など、事前の
調査が行われています。

火災跡地の活用

　JR四日市駅周辺や、四日市港
への回遊を促すため、まち歩きの
回遊ルートを図で示した情報案
内板の設置を進めています。

港方面への
案内板の設置

77

　今回の特集で、中心市街地ににぎわいを創出するためのさまざまな取り組みをお知らせしました。
　これからも、市民・事業者の皆さんと力を合わせて、活性化に向けた取り組みを続けていきたいと思います。
（商業勤労課 上野、広報広聴課 丹羽）

編集後記

広報広聴課 354-8244  FAX 354-3974
商業勤労課　　354-8175  FAX 354-8307●この特集についてのお問い合わせ・ご意見は



昨年度の「人権のひろば展」

●映画「くじけないで」
（6日 15:00から 第1ホール）
●映画「かいけつゾロリ まもるぜ！
きょうりゅうのたまご」
　（7日 10:00から 第1ホール）
●人権週間記念講演 乙武洋匡
「みんなちがって、みんないい」
  （7日 14:00から 第１ホール）
●パネル展示、中学生人権作文優秀作品
朗読会・表彰式、人権啓発ポスター展
示・表彰式など
（7日 展示棟・第4ホールなど）
※じんけんフェスタ2014の内容は、広報
よっかいち10月下旬号9ページにも掲
載しています
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　本市には、各地区に人権・同和教育推進協議会などの団体があ
り、人権啓発活動が積極的に行われています。

　私の住む日永地区では、地域と小・中学
校、幼稚園、保育園が連携し、人権啓発の輪
を広げる取り組みを行っています。
　例えば、地区内の複数会場で懇談会を開
催し、人権・同和問題に関するDVDの視聴
やグループ討議を行ったり、「日永ふれあい
文化祭」に小・中学生の人権ポスター・標語
を展示するなどして、人権感覚の育成に努め

ています。また、人権・同和教育講座では、著名な講師を招いて講演
会を開催し、他地区からもたくさんの参加をいただいています。
　これからも、「差別のない明るいまちづくり、地域社会づくり」を目指
し、人権問題の解決に向けて取り組んでいきたいと考えています。

皆さんのお住まいの地区でも
さまざまな活動が行われています 「じんけんフェスタ2014」「じんけんフェスタ2014」

誰
も
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ら
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に

「じんけんフェスタ2014」で展示・表彰された
人権啓発ポスター入選作品は、総合会館１階で
　　開催する「人権のひろば展」でも引き続き
　　　　展示します。ぜひお越しください。

「じんけんフェスタ2014」で展示・表彰された
人権啓発ポスター入選作品は、総合会館１階で
　　開催する「人権のひろば展」でも引き続き
　　　　展示します。ぜひお越しください。

12月15日（月）～
平成27年
1月15日（木）

12月4日から
10日は

人権週間です

四日市市各地区人権・
同和教育推進
協議会等連絡会

会長 小松泰敏さん

　:文化会館　　:無料

おとたけひろただ

乙武洋匡 さん

やすとし

12/6（土）・7（日）

ぜひご来場ください！

矢野きよ実さんによる講演会地区別の懇談会

所 料

人権・同和教育課　 354-8253  FAX 354-83088 ●この記事についてのお問い合わせ・ご意見は

人権センター　　　 354-8609  FAX 354-8611
人権・同和政策課　 354-8293  FAX 354-8611

人権



本市では、市民による防犯活動が活発に行われており、警
察官による巡回とともに、安全で安心なまちづくりに大きく
貢献しています。

防犯カメラの設置は、これらを補完するものとして、犯罪が発生しに
くい環境にする有効な手段の一つであり、特に街頭犯罪などに対し
て効果を発揮すると考えられています。
その一方で、撮影された画像などの取り扱いによっては撮影される
側のプライバシーを侵害する恐れもあるため、防犯カメラの有用性
に配慮しつつ、市民の権利利益を保護することを目的として制定し
たものです。
※条例は、市のホームページからご覧になれます。
　http://www5.city.yokkaichi.mie.jp/menu85631.html

条例では、「防犯カメラを設置し、及び運用するものは、市民等がその容貌、姿態又は
生活をみだりに撮影されることのないよう十分配慮し、その目的の達成に必要な範囲
内で、防犯カメラの設置及び運用を行わなければならない。」と規定しています。

　以下の要件をすべて満たす場合
は、設置運用基準を作成し、規則で
定める事項とともに市へ届け出なけ
ればなりません。
●犯罪の防止又は抑止を目的とし
て、継続的に（おおむね1カ月以
上）設置されるもので、録画装置を
備えるカメラ（結果的に犯罪の防
止又は抑止の効果が得られるもの
も含む）
●公共の場所に向けて設置するカメラ
　※公共の場所…不特定多数の者
が自由に利用し、又は通行する
道路、公園、広場その他規則で
定める場所

●市、自治会、鉄道事業者等の届け
出が必要となる団体（届出義務
者）が設置するカメラ

必要に応じて、設置者または管理責任者に対し、防犯カメラの管理および運用状況について、報
告を求めることがあります。また、条例に違反する行為があるときは、違反する行為の中止や、
必要な措置を講ずるよう勧告することができます。
なお、勧告に従わない場合は、広報紙および市ホームページなどでその事実が公表されます。

届出要件

報告及び勧告

●市　●市から事業の委託を受けた者
●市から指定を受けた指定管理者
●自治会、その他地域的な市民活動を行う団体
●商店街振興組合などの団体
●鉄道事業者　など
※条例が施行される前から、公共の場所に向けて防
犯カメラを設置している場合も、施行日から３カ月以
内に市へ届け出なければなりません

届出が必要となる団体（届出義務者）

●設置運用基準の作成、市への届け出
●管理責任者、取扱者の指定
●防犯カメラを設置している旨と設置者の名称の表示
●防犯カメラ画像等から知り得た市民等の情報の漏
えいや不当な目的での使用の禁止
●画像データ等の適正な取り扱い
●開示基準の作成　●苦情に対する適切な措置
●防犯カメラの運用状況等についての市への報告

届出義務者が行わなければいけないこと

四
日
市
市
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
及
び

運
用
に
関
す
る
条
例
を
制
定
し
ま
し
た

四
日
市
市
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
及
び

運
用
に
関
す
る
条
例
を
制
定
し
ま
し
た

基本原則について

届出の対象となる防犯カメラについて

平成27年
4月1日
から施行

9

●この記事についてのお問い合わせ・ご意見は 市民生活課　　354-8179  FAX 354-8316

防犯カメラ
プラス

No.1416　平成26（2014）年11月上旬号
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○活動の源は、情熱や生きがい
もともと歴史好きで、自分の住んでいる地域を勉強し
たいという思いから観光ボランティアを始めました。こ
れまでのガイド活動は300回以上になります。
観光ボランティアガイドになるのは簡単ですが、続け
ていくことが大変です。企業に勤めての仕事だと強制的
にやれますが、ボランティアは自分の情熱や、活動が自
分の生きがいになることが続ける原動力です。

○お客さんに合わせたガイド
ガイドをするときは、常にお客さんの表情や反応に気
を配っています。こちらから一方的に知っていることを
話すのではなく、お客さんの興味、疑問に答えることを
心掛けています。また、勉強したことをそのまま話すの
ではなく、自分の思い、想像力を加えて話すようにもし
ています。最後は、お客さん自身が感じることです。ガ
イドは、そのヒントを与えることだと思います。それが
ガイドの醍醐味でもあります。

だい ご み

○お客さんとは一期一会の気持ちで
お客さんからすれば、私は四日市の顔にもなるわけで
す。せっかく四日市に来ていただいたのだから、お客さ
んとの今、このときを大事にしたいと思っています。
ガイドがうまくいかないときもあり、いまだに反省ば
かりですが、ガイドをしていて、お客さんと気持ちがつ
ながる瞬間を感じるときがあります。このときはガイド
冥利に尽きます。
みょう り

○皆さんも利用しませんか
ガイドは、パンフレットやビデオを見るのとは違って、
生の声を現地で伝えることができるのが魅力です。皆さ

んもガイドを利用
しませんか。四日
市の見方が変わり
ますよ。市内の人
でも、一人からで
も対応しますの
で、ぜひご連絡く
ださい。

老若男女、各分野で活躍するさまざまな「四日市人」を
取材して、その人の言葉で四日市の魅力などを読者に伝
えるコーナーです。
ＣＴＹ「ちゃんねるよっかいち」でも紹介します。
放送日時：11月11日〜12月10日 ９：00・19：30

四日市観光協会
（緯357－0381 胃355－8311）
開館時間10：00〜19：00

問い合わせ先
「四日市」という地名の発祥地ともいうべき場所（中部）

四日市湊へ通じる
みなと

浜往還（写真左右）と、東海道（写真上下）が交差
はまおうかん

する場所で、室町時代に、定期市が始まったと言われています。

平成17年から四日市観光ボランティアガイドを
務め、四日市の歴史・文化的資産の情報発信を積
極的に行い、平成23年度市民文化奨励賞を受賞さ
れている、村田三郎さんにお話を聞きました。
（写真は国指定重要文化財の潮吹き防波堤をバックに撮影）

村田三郎さん
むら た さぶ ろう
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映画の舞台としても注目される四日市港
これまでに数々の映画の舞台にもなった四日市港。最
近では、大沢たかおさん、松嶋菜々子さん、藤原竜也さ
んが出演した「藁の楯」で、犯人護送車に暴走トラック

わら たて

が突っ込むシーンが、四日市港で撮影されています。
また、本市出身の映画監督で観光大使も務めている瀬
木直貴さんがメガホンをとった、四日市を舞台にした映
画「いずれの森か青き海」では、四日市旧港周辺で何度
もロケが行われました。
古くは、「ゴジラ」シリーズでも３作品で四日市港がロ

ケ地として使われています。ゴジラが海から上陸して四
日市コンビナートを破壊するシーンは印象的です。その
ゴジラの身長は100メートル（諸説あります）で、四日
市港ポートビルと同じ高さです。つまり、同ビル14階に
ある展望展示室「う
みてらす14」からの

フォーティーン

眺めは、ゴジラの目
線とほぼ同じという
ことになります。
そんなことを考え
ながら港を見下ろす
と、一味違った楽し
み方ができるかもし
れません。 四日市港管理組合 振興課

（緯366－7022 胃366－7025）

問い合わせ先

地上90m「うみてらす14」からの眺め

→

産業を支え、人々の憩いの場としても活用されている四日市港の魅力を
お伝えするコーナーです。

統一地方選挙に向けた啓発キャッチコピ
ーを、選挙管理委員会、選挙啓発学生会
「ツナガリ」、四日市大学の学生たちのアイ
デアで作成しました。
「投票で みせる街への 愛着度」
まちに対する想いを胸に、来年の選挙は
必ず投票に行ってくださいね！

選挙管理委員会
（緯354－8269 胃359－0286）

問い合わせ先

来年４月に行われる統一地方選挙（県知事・
県議会議員・市議会議員選挙）に向けての
選挙啓発コーナーです。



No.1416 平成26（2014）年11月上旬号12
本欄は広告であり、広告の内容に関する一切の責任は広告主に帰属します。

有
料
広
告
掲
載
欄

例年、12月から 月にかけては、2
インフルエンザの流行シーズンです。
インフルエンザは、高熱や関節の痛
みなど、全身症状が強いのが特徴で、
人によっては重症化する恐れもあり
ます。インフルエンザは患者のせき、
くしゃみに含まれるウイルスを吸い
込むことによる感染（飛沫感染）や、

ひ まつ

ウイルスが付着した手で口や鼻に触

れることによる感染（接触感染）で
広がります。感染を広げないために、
一人ひとりが注意して、予防しまし
ょう。

【予防するために】
①流行前にインフルエンザワクチン
を接種しましょう
②せき、くしゃみをする時にはティ
ッシュなどで口と鼻を押さえ、周
りの人から顔を背けましょう。症
状のある人は、正しくマスクを着
用しましょう（せきエチケット）
③手洗いは、帰宅時、調理の前後、
食事前など小まめに行いましょう
④室内は適切な湿度（50～60％）を

保ちましょう
⑤流行時は、人混みへの外出を控え
ましょう
⑥十分な休養と栄養バランスの取れ
た食事をしましょう

保健予防課
（緯352－0594 胃351－3304）

問い合わせ先

→ →

～インフルエンザに
注意しましょう！～

あなたがキラメク健康づくりのヒントをお伝えします。今月は、
インフルエンザ予防についてです。

→

「避難行動」とは、風水害などの
自然災害から「身を守るための行
動」を意味します。そのため、自
分の住んでいる場所の危険度によ
って避難行動は変わります。
河川決壊による浸水箇所や土砂
災害の危険箇所を防災マップなど
で確認し、避難所への避難だけで
なく、自宅の 階に避難するなど、2
状況に応じた避難行動を取ってく
ださい。

なお、災害情報や避難勧告など
の避難に関する情報は、広報車、
防災行政無線、市ホームページ、
防災メール、緊急告知ラジオなど
でお知らせします。

※避難所と防災マップについては、
市ホームページの「防災情報」
からもご覧いただけます

災害の被害は、家庭や地域の身近な工夫の積み重ねで減らせます。こ
のコーナーでは、防災・減災に役立つヒントをご紹介していきます。

～避難行動って何だろう？～

危機管理室
（緯354－8119 胃350－3022）

問い合わせ先
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今年度の表紙のテーマは、
「四日市の文化財」です。

■問い合わせ先 広報広聴課
（緯354－8244 胃354－3974）

表紙の山門は、扉の脇に立つ二本
の主

しゅ

柱の上に
ちゅう

切妻造りの屋根をか
きり づま

け、背後の控柱
ひかえばしら

との間にも切妻屋根
きりづま

を直交してかけた、いわゆる高麗門
こうらいもん

と呼ばれる形式です。1876（明治
）年に鈴鹿の神戸城から移したも

かん べ

9
のとされ、本市に残る城

じょう

郭建築の例
かく

として貴重なもので、市の有形文化
財に指定されています。当初の建立
は江戸時代中期以降とされ、傷みが
見られていたことから、昨年度に修
繕が行われました。

顕正寺は、県指定無形民俗文化財
である「東日野・西日野の大念仏」の
練りが行われる寺です。直径 m、2
長さ m余りの大太鼓と、直径約 m3 1
の大型の鉦、ほら貝、笛などを使っ

かね

て行われる行事で、 月13日に東日8
野町の西覚寺から西日野町の顕正寺
へ、15日には西日野町の日野神社か
ら西覚寺へと練り込みます。

四日市市のゆるキャラ®
「こにゅうどうくん」

下のQRコードを読み取って、
オリジナルアプリ「まるごと四日
市」のサイトにアクセスしてね！
今回は、「南部丘陵公園」を紹介
するよ！

「まるごと四日市」
のサイト

広報紙で動画を見よう

市内各地で開催されたイベントなどを写真と文章で紹介するコーナーです。

市民総ぐるみ防災訓練
（ 月28日）9
巨大地震の発生を想定した
防災訓練が、港地区住民をは
じめ、行政、企業、防災関係者を含め約800人の参加のも
と、なやプラザをメーン会場に実施されました。
防災関連の啓発ブース展示や炊き出し訓練、倒壊家屋か
らの住民救助訓練などのほか、企業船舶による海上人員輸
送訓練も実施されました。

橋北「おとなの小学校」（ 月27日）9
橋北地区では、高齢者の居場所や生きがいづくりの場を

提供して地域住民の連携を深め、絆の強い地域を目指す「お
となの小学校」がスタートました。
第 回目の公開記念講座として、お笑い理学療法士の日

ひ

1
向亭
なたてい

葵さんを講師に迎えて「落語リハビリ 一笑一生！」
あおい

がロワレ21（川原町）で開催され、介護予防をテーマとし
た体操と落語との絶妙な組み合わせに、満員の会場は大い
に盛り上がりました。

東日野・西日野の大念仏

●「まるごと四日市」のサイトの広報紙の
メニューを起動して、この「こにゅう
どうくん」のイラストや表紙の「広報
よっかいち」のロゴにスマートフォン
などをかざせば動画が見られます
※利用には無料アプリ「junaio」のイン
ストールが必要
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こにゅうどうくん出陣式 第52回四日市市老人福祉大会

皆さん、こんにちは！トッキーこと、
市長の田中俊行です。
今回は、本市とその周辺の広域幹

線道路についてお話しします。
整備中の広域幹線道路には、新

名神高速道路、東海環状自動車道、
国道1号北勢バイパス、国道477号
バイパスがあります。このうち、
国道477号バイパスが、今年５月
にミルクロードまで開通し、平成
27年３月には、国道１号北勢バイ
パスが三重北小学校の南側付近ま
で開通する予定です。さらに、新

名神高速道路については、平成30
年度に四日市〜亀山間が開通し、
それに接続する国道477号バイパ
スも開通する予定です。これによ
り、市内と高速道路網とのアクセ
スが飛躍的に向上し、生活圏が
益々広がるとともに、人の交流や
物流を通した産業活動がより活発
になることが見込まれます。
しかし、国道１号北勢バイパス

については、全線開通するまでに、
まだ時間がかかります。そこで、国
道１号北勢バイパスの整備を少し
でも進めるため、昨年と今年、国土
交通大臣に直接お会いして、国道
１号や23号の渋滞緩和による市

民生活や地域経済への波及効果の
みならず、災害（特に津波）時にお
ける緊急輸送道路の確保という観
点からも、その重要性を説明し、整
備促進を強く要望してきました。
こうした広域幹線道路の整備

は、本市のまちづくりの基盤とな
ることから、今後とも、国土交通
省や県選出の国会議員をはじめ、
関係機関に対し、引き続き粘り強

く要望活動を
継続してまい
ります。

広域幹線道路の整備

四日市市長
田中 俊行

今や、本市のマスコットキャラクター「こにゅう
どうくん」は、本市の特産品のＰＲやシティーセール
スに欠かせない存在として、各種イベントなどで大
活躍しています。

インターネット投票による「ゆるキャラ®グラン
プリ」では、「こにゅうどうくん」もエントリーしま
した。

それに伴い、出陣式があり、政治家の選挙運動さ
ながらにダルマの目入れなども行われ、私も応援弁
士としてしっかり激励しました。

これからも市
内外へ本市の魅
力を発信する

「こにゅうどう
くん」に、皆さ
んの応援をよろ
しくお願いいた
します。

先日、「四日市市老人福祉大会」が開催されました。
私は、少子化対策・子育て支援を市政の大きな柱

に位置付けておりますが、戦後の困難な時期を乗り
越えて、現在の日本の平和と繁栄を築いていただい
た高齢者の方々への施策も、極めて重要だと考えて
います。

超高齢社会を迎える中で、高齢者の方々に、地域
で安心して自分らしく暮らしていただくためには、
医療・福祉・介護の連携による「地域包括ケア」の

確立が急務です。
市は、そのシス

テムづくりを進め
るとともに、お元
気な高齢者の皆さ
んの活躍の場、生
きがいづくりにも
積極的に取り組ん
でまいります。

老人福祉・地域福祉活動に功績のあっ
た皆さんを表彰する市長

国土交通大臣（左）
に要望書を手渡す
市長（右）
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